
 

 
高設ベンチ育苗の例 

 

～ 坪あたりの電力や配線方法は通常の育苗方法と同じ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ポリまたはビニールで農電ケーブル周囲の土を 

サンドイッチにする 

含水状態にする 

必ずアース工事をする 農電ケーブル 
(周囲には土が必要) 

温床枠 
(ベンチ) 

断熱材 
(スタイロフォーム等) 

トンネル 

１． 断熱材の材質について。 
・住宅用断熱材（スタイロフォームなど）の場合…………3cm 位の厚み。 

・気泡緩衝材（エアキャップなど）の場合 ... ………重ねて 3cm 位の厚みにする。 

２．必ずアースを設置してください。 
・アースがないと漏電ブレーカが働きません。また、温床内に静電気がたまります。 

事故を防ぐため必ずアースをしてください。 

３． 農電ケーブル周囲の水分について。 
・熱伝導には充分な水分が必要です。農電ケーブル周囲の土は、かるく握って水滴がしたたる 

程度の含水状態とする。 

・灌水チューブを敷設しておくのも良い方法です。 

6cm 位 

注意事項 

 


